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問
　
当
市
の
ひ
き
こ
も
り
者

が
、
少
な
く
と
も
65
人
に
上

る
が
、
そ
の
支
援
策
は
。

福
祉
課
長
　
庁
内
の
関
係
部

署
と
連
携
し
総
合
的
、
包
括

的
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
開
設
し
て

問
　
筑
後
市
で
は
、
人
材
育

成
基
本
方
針
を
定
め
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
か
。

い
る「
ふ
ら
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」

を
有
効
活
用
す
る
。

問　

支
援
体
制
と
相
談
件
数

は
。

福
祉
課
長
　
自
立
支
援
相
談

員
２
人
、
就
労
支
援
員
１
人

を
配
置
し
て
い
る
。
窓
口
で

の
相
談
件
数
は
、
３
年
間
で

１
件
。
当
事
者
の
悩
み
の
把

握
が
困
難
。
相
談
事
業
の
市

民
周
知
を
図
る
。

問　

共
生
社
会
の
仕
組
み
づ

く
り
の
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
養
成
を
。

市
長
　
地
域
に
根
差
し
て
活

動
さ
れ
て
い
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
連
携
し
、
当
市

市
長
公
室
長　

目
指
す
べ
き

人
材
像
「
筑
後
市
を
愛
し
市

民
と
と
も
に
前
進
す
る
職
員
」

を
踏
ま
え
、
能
力
開
発
で
は
、

職
場
内
・
職
場
外
研
修
。
人

事
制
度
で
は
、
採
用
か
ら
10

年
で
３
部
署
程
度
を
経
験
さ

せ
る
若
手
職
員
の
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
、
採
用
面
で
は
、

人
物
重
視
の
選
抜
。
職
場
環

境
の
面
で
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
を
図
り
、

心
と
体
の
健
康
管
理
を
進
め

て
い
く
。

問
　
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
６
割
の
職
員
が
連
携

不
足
な
ど
の
組
織
課
題
を
認

識
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対

す
る
取
組
み
は
。

市
長
公
室
長
　
係
長
ク
ラ
ス

の
職
員
を
半
年
の
期
間
を
か

け
い
ろ
い
ろ
な
議
論
を
さ
せ

る
研
修
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

連
携
を
取
り
や
す
く
な
っ
た

と
い
う
職
員
が
多
く
な
っ
た
。

引
き
続
き
組
織
風
土
の
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
職
場
間
の
連
携
に
は
管

理
職
の
役
割
が
重
要
で
は
。

市
長
　
限
ら
れ
た
職
員
数
の

中
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
に
は
、
管
理
職
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
で

あ
る
。
当
然
私
が
そ
の
先
頭

に
立
っ
て
進
め
て
い
く
。

ひきこもり支援策は

答 民生委員・児童委員と連携し、支援
　 していく

筑
後
市
職
員
の

人
材
育
成
の
取
組
み
は

答  

目
指
す
べ
き
人
材
像

　 

を
定
め
、
研
修
等
を

　 

実
施

の
実
態
に
応
じ
た
支
援
を
考

え
る
。

「
自
転
車
保
険
加
入
の

   
努
力
義
務
化
」へ
の

対
応
は

問
　
昨
年
「
福
岡
県
自
転
車

の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行

さ
れ
た
が
、
周
知
は
。

防
災
安
全
課
長
　
県
か
ら
、

広
報
周
知
の
依
頼
は
な
い
。

問　

自
転
車
事
故
の
賠
償
額

が
高
額
と
な
る
事
例
が
増
え

て
い
る
。
市
民
へ
の
啓
発
は
。

防
災
安
全
課
長
　
保
険
加
入

は
任
意
で
あ
る
が
、
広
報
で

周
知
を
図
り
た
い
。

社会福祉協議会開設の「ふらっと
スペース」パンフレット

筑後市職員の目指すべき人材像

永松 孝信 議員

坂井 久子 議員


